
IB）と、FINEMAX加盟行以外でも利用
可能な、普通預金口座情報とのデータ連
携を対象とした銀行API連携サービスの
二つをメニュー化しています。
　国内金融機関に向けた金融API連
携サービスでは、お客さまのIB用ID/パ
スワードをFinTechサービスに登録する
ことなく、預金口座残高や入出金明細な
どのデータ連携をセキュアに実現するこ
とが可能です。このため金融機関は、お
客さまが安心してサービスを利用できる
セキュアなデータ連携機能を提供すると
ともに、APIを介してさまざまなFinTech
サービスとのスピーディーな連携が可能
になります（図1）。

　FinTechサービスの普及にともない、
個人の複数の口座残高やポイントなどを
一元管理できるPFMサービス、企業の
財務・会計業務を支援するクラウド会計
サービスなどの利用者が増えています。
ただし、こうしたFinTechサービスの多く
は、利用者がIB（インターネットバンキン
グ）用のID/パスワードをFinTechサービ
スに登録し、FinTech企業が利用者の
口座に“代理ログイン”する形をとるため、
さまざまな問題が指摘されていました。
　例えば、ユーザーID/パスワードの漏え
いリスク、第三者による機微情報の不正
取得や資金移動といったセキュリティリス
クが挙げられます。また、金融機関のWeb
サイトに仕様変更が発生すると、FinTech
企業側でもメンテナンス作業が必要にな
るため、サービスが一時停止してしまうな
どの利便性の低下、さらに金融機関のシ
ステムにFinTech企業側から頻繁にアク
セスすることによるシステム負荷の増大な
ども大きな課題となっていました。
　その一方、金融機関ではIBや営業店
舗、ATMといったチャネルシステムの機
能をAPI※2として公開することにより、より
便利な金融サービスを提供する
FinTech企業と戦略的な連携・協業を実
現したいというニーズも高まっています。

　そこで日立は、金融機関が保有する口
座データとFinTechサービスをセキュア
に連携させながら、新サービス創出によ
る新規のお客さまの開拓や新サービスの
内部開発コスト低減に向けたニーズも満
たす「金融API連携サービス」の提供を
開始しました。

　金融API連携サービスは、日立のイン
ターネットバンキング共同センタサービス
「FINEMAX」加盟行向けのAPI連携
サービス（個人IB/投資信託IB/法人

※2 Application Programming Interface

図1 「金融API連携サービス」のイメージ

ファインマックス

※1 Personal Financial Management
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日立の「金融API連携サービス」は、金融機関のシステムと、PFM※1（個人資産管理）などFinTech企業が提供する
サービスとのデータ連携をセキュアに実現するサービスです。既存の課題解決に加え、新たなお客さまの開拓や内
部開発コストの低減など、多くのメリットをもたらします。

FinTechサービスとセキュアに連携し
ビジネス拡張を実現する「金融API連携サービス」

さまざまな連携課題を
APIで解決

幅広いチャネルで
活用可能

Solution

利用者 日立

金融機関向け

FINEMAX加盟行向け

金融機関FinTech
サービス企業

IB:Internet Banking

バンキング
アプリ
など

〈個人向け〉
個人資産
管理サービス
など

〈法人向け〉
クラウド会計
サービス
など

FINEMAX API連携サービス

個人IB
API連携サービス

投資信託IB
API連携サービス

法人IB
API連携サービス

個人IB

法人IB

投資信託
IB

API

API

勘定系
システム

銀行API連携サービス
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ることでお客さま満足度が高まる一方、
将来的に金融機関は、APIを介して取
得する多種多様なデータを活用したマー
ケティングの高度化、他の金融機関およ
び他業種との連携による新たなビジネス
モデルの創出など、「API経済圏（エコノ
ミー）」と呼ばれるエコシステムを利用した
ビジネス戦略の加速も期待できます。
　日立はこれからも、金融分野における
APIの普及と標準化に貢献するとともに、
FinTech企業との連携の拡大を進め、
業種・業界の垣根を超えたサービス連携
によるオープンイノベーションを支援して
いきます。

　金融API連携サービスを導入するこ
とで、金融機関とFinTech企業の間で
は、FinTechサービスの利用に必要な
データのみをやりとりするため、IBシステ
ムへの負荷を軽減することが可能です。
また、IBの画面の仕様変更などにともな
うFinTech企業側でのメンテナンス作
業も不要で、データ連携を停止すること
なく継続的に機能を提供することも可能
です。
　利便性や使い勝手に優れたFinTech
サービスをセキュアに利用できるようにな

■銀行API連携サービス

　口座情報を外部に公開するための
APIを提供します。FINEMAXのIB契
約の有無を問わず、キャッシュカード暗
証番号による本人認証や残高照会、入
出金明細照会、Push通知連携が可能
です（図2）。

　個人IBの契約者情報を外部に公開
するためのAPIを提供します。 IB用の
ID/パスワードによる本人認証や残高
照会、入出金明細照会、定期預金明細
照会が可能です。

　投資信託IBの契約者情報を外部に
公開するためのAPIを提供します。保
有ファンド照会が可能です（図3）。

　法人IBの契約法人情報を外部に
公開するためのAPIを提供します。IB
用のID/パスワードによる本人認証や
残高照会、入出金明細照会が可能
です。

■個人IB API連携サービス
　（FINEMAX加盟行向け）

■投資信託IB API連携サービス
　（FINEMAX加盟行向け）

■法人IB API連携サービス
　（FINEMAX加盟行向け）
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（株）日立製作所 金融システム営業統括本部
http://www.hitachi.co.jp/finance-inq/

■ 情報提供サイト
　 http://www.hitachi.co.jp/products/it/finance/solutions/
　 application/channel/APIcooperation/

お問い合わせ先

APIエコシステムの
基盤として

デジタル
金融イノベーション

図2 銀行API連携サービスの活用例：バンキングアプリ

図3 個人IB・投資信託IB API連携サービスの活用例：FinTech企業（PFMアプリ）との連携

バンキングアプリ

FinTech企業（PFMアプリ）との連携

●口座を保有する、すべてのお客さまを対象として
銀行アプリを提供

● Push通知機能を活用した情報発信も可能

● 個人IB・投資信託IBとWebスクレイピング方式＊

で連携しているFinTech企業（PFMアプリな
ど）とAPIを用いてセキュアに連携

● 利用者を拡大し、キャンペーン告知や金融商品の
提案などのマーケティングチャネルとして活用

● 個人IB・投資信託IB、銀行ホームページ、金融
機関アプリなど連携することでインターネットチャ
ネルの活性化を推進

銀行
アプリ

銀行
勘定系

金融機関

FinTech企業 金融機関

API呼び出し

API

API

API呼び出し

Push通知

個人IB

投資信託IB
PFMアプリ

・ 認証
・ 残高照会
・ 入出金明細照会　など

＊WebページのHTMLデータを解析し、データの抽出
  や加工を施すことで、必要なデータを収集する手法
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